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　目的　前報においては、なれとび、歩行という強度の異なる２種の運動について消費エ

ネルギーが等しくなるよう負荷させ、尿中クレアチニン排泄量の変動を測定した。その結

果、なわとび負荷の方が運動直後の増加が大きいことがわかった。本報では、エルゴメー

ターを使用し、運動負荷条件をより正確にした上で、筋肉活動のクレアチニン､排泄量に及

ぼす影響を検討した。

　方法　エルゴ|メーターを使用し、以下のような３種の運動を消費エネルギ“がlOOkcal

となるように負荷させ、運動直前、直後および30分毎に　180分後までの尿を採取し、尿中

クレアチニン排泄量の変動を測定した。

　①　負荷1 k p ,ペダル回転数　50r. p. m.、負荷時間20分間

　②　負荷2 k p ,ペダル回転数　50r. p. m。負荷時間12. 5分間

　③　負荷1 k P ,ペダル回転数1 OOr. p. B.,負荷時間12. 5分間

　拉果　前報と同様に､I.クレアチニン排泄量は運動直後に増加、その後30分で減少し、30

～　180分後においては、運動直前における排泄量よりも低くなる傾向がみられた。その場

合、水分の摂取量を調整したところ、値のばらつきが小さくなった。各被検者間において

同じ運動負荷でも増減の度合いに差がみられたが、これは心拍数の測定より被検者の運動

能力による差であろうと思われた。また、180分後までのクレアチニン排泄量の総量にお

いて、負荷条件②の運動が最も高い結果となった。
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(目㈲糖尿病におけろ屎酸代謝の動態に関しlit、泗くの議論訊あい^思才)れb^、ｔ
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XA'. tの尿酸代謝に対すらeastRN Ai付加した飼料摂取の影響H検討した．

寞験動物乙し1 £,過敏のSD糸雄性ラ･フトを用い↑こ．8日fi[の予備飼育ｔスト
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･t-tt. 水自由摂取で加ﾖ聞飼育しTこ。飼育期間中、体皇、摂食量、摂水。
力口食を同様に摂取-tt. 水自由摂取で加ﾖ聞飼育しTこ。飼育mm中、体重、摂食重、摂木
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ロマトゲラフィーを用いて、核酸の中間代謝物t^･淀した。鴎果）体隻、摂食量、瑛

水量、屎量itcohtv-ol群、RNA群乙もST2:投与棟増大し↑'.徊、RHM付加食による差
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